


































のみで明ら にすること でき いだろう。　
では、自然科学的な意味で「実験」することができない「社会」を前








































































































































































































































































































































ジーム類型であり、脱商品化の度合いが最も高くなっている。これらの国々では、労働運動 強い影響力 もとで普遍主義的 福祉制度が発達した。具体的には、スウェーデンやデンマークなどの北欧諸国である。　
このような類型化は非常にわかりやす 、しかも周到な分析に基づい













































































































































































































































































































































































































































































































































































































あり、その起源は明治期の官公庁や軍隊にあるということが詳らかにされる。それら 特徴が一般 企業にも普及したのは、教育を受けた人材が不足していたという明治期の状況を反映してのことであったとも述べられている。さらに、ヨーロッパ 国々では職種別労働組合や専門職団体の運動によって雇用
に関するルールが作られてきたが、日本ではその
ような動き 弱く、むしろ企業は「官僚制」を移植することで ルールを作ってきたのであ のような意味で、日本の企業は「軍隊」のよ
う
で
あ
り、
「官僚制」
的で
あ
る
と言わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は、
歴史的経緯
によって説明できるのである。　
他国と
の比較と歴史的な分析に
よって
「現代日本社会の解剖学」
を
やっ
てのける本書は、日本の現状や社会問題について考え 際の必読書 ある。
他
に
も
本
書
で
は
様
々
な
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が―
何
し
ろ
六
百
ペ
ー
ジ
も
あ
る
の
だ
か
ら！
―
紙
幅
も
尽
き
て
き
た
の
で、
こ
の
あ
た
り
で
筆
を
お
く
ことにする。
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